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第三者評価結果の公表事項(児童養護施設) 

 

①第三者評価機関名 

社会福祉法人 山口県社会福祉協議会 

 

②評価調査者研修修了番号 

SK15223、SK15222 

 

③施設の情報 

名称： 防府海北園 種別：児童養護施設 

代表者氏名：施設長 岩城 淳 定員（利用人数）：６２名（５６名） 

所在地：〒７４７－００６４ 防府市大字高井６８６番地 

TEL： ０８３５－２２－２０４４ ホームページ： 

http://www.c-able.ne.jp/~kaihoku/ 

【施設の概要】 

 開設年月日：昭和２８年１０月１日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人 防府海北園 

 職員数 常勤職員：３５名 非常勤職員：９名 

 専門職員 児童指導員      １２名 里親支援専門相談員    １名 

保育士        １０名 看護師          １名 

心理士         １名 栄養士          １名 

家庭支援専門相談員   １名 調理員          ４名 

個別対応職員      １名  

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

  

 

④理念・基本方針 

【理  念】 

安心で安全な生活環境のなか、子ども一人ひとりの発達に応じた日常的支援と共に、

関係機関と連携して子どもの自立を積極的に支援する。保護者や家族に対する支援にも

務める。 

 適正な法人運営を推進し、地域の方々と共に歩み、地域の福祉ニーズに応じた社会貢

献に努める。 

【基本方針】 

・児童の権利擁護の推進    ・児童の自立支援の充実 

・野外活動や国際交流の推進  ・地域福祉サービスの推進 

・情報開示および第三者による苦情解決・サービス評価に関する制度の充実 
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⑤施設の特徴的な取組 

 地域に開かれた施設として、地区文化祭の参加、地域の夏祭りの盆踊りやシニアクラ

ブとの“三世代の集い”を園庭で開催している。 

 子ども達も子ども会やボーイスカウト活動を通じて地域交流をしている。 

 

⑥第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

平成２９年６月１４日（契約日） ～ 

平成３０年３月３０日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）     ３ 回（平成 ２６ 年度） 

 

⑦総評 

◇特に評価の高い点 

１．施設長は養育・支援の質の向上に意欲を持ち、その取組に指導力を発揮している。

今後は職員の実践や意見を反映した体制づくりに向け、組織を挙げて取り組まれたい。 

２．地域交流に積極的に取り組んでいる。①地域交流スペースの活用、②講演会・研修

会の開催、③災害時対応、などにより、施設は地域における重要な社会資源として貢献

している。 

３．子ども本位の養育・支援を実践している。子どもが相談や意見を述べやすい環境に

あり、子どもたちが明るい様子が窺えた。 

４．「子どもの意見をしっかり聴き、子どものことを知ろう」という、子どもを理解しよ

うとする姿勢を持って養育や支援にあたることができるように、養育・支援内容の改善

点を盛り込んだマニュアル作りに取り組み、今回の受審を迎えている。全職員が参加す

る話し合いの機会を保障し、話し合いを重ねていくことで共通理解や意見交換が十分図

られている。そうして出来上がったマニュアルを実践することは、子どもの最善の利益

につながる、という意識が全職員に浸透しており、養育・支援の質の向上や改善につな

がっている。この取組や姿勢は第三者評価が目指すところであり、その主旨を体現して

いると言える。 

５．養育・支援の基本と食生活、そして心理的支援には重点的に力を入れている。特に

子どもが表出する感情や言動をしっかりと受け止めるよう、職員が意識的に子どもに関

わり、信頼関係を築いていること、そして子どもの力を信じて見守る職員の姿勢が、ヒ

アリングおよび書面にて確認できた。 

６．施設全体を清潔できれいにしようという職員の意識があり、定期的に職員全体で共

有スペースの清掃を確実に行っている。 

 

◇改善を求められる点 

１．中・長期計画の策定に取り組まれたい。３年～５年先を見据えた中・長期計画を策

定することで、組織の将来の方向性を示すことは組織内外にとって重要と思われる。 

２．子どもたちや保護者、そして職員等への各種情報の周知を工夫し、徹底されたい。

必要な情報の共有化は、組織においてお互いの信頼関係を構築する要と思われる。 
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３．マニュアルは多方面に渡って整備されており、職員一人ひとりに配布され説明も受

けているので、周知されていると言える。しかし、ヒアリングで日常的な会議で活用さ

れていないという意見が多々あった。マニュアルの徹底については工夫の余地があるた

め、今後検討されたい。 

４．研修会参加後の報告書に、参加者の感想や評価、今後の課題等の項目を設定されたい。

研修に関する情報を組織として共有し、職員の養育・支援の質の向上に生かしたい。 

５．プライバシー保護の観点から、男子棟のトイレの入り口の改善に取り組まれたい。 

６．就業規則に体罰の禁止を明記している。今後はこれに加えて、いかなる場合において

も子どもの権利を擁護していくという、職員意識のさらなる向上のため、体罰や人格を

辱めるような行為の禁止をテーマとした会議や研修会に取り組まれたい。 

 

⑧第三者評価結果に対する施設のコメント 

 法人内では気付きにくい点について御指摘をいただき、施設のサービス全般について

評価いただきありがとうございました。 

 今後も子ども達の最善の利益の為、地域と共に、地域に開かれた施設として健全な運

営を目指して参ります。 

 

⑨第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

（別紙） 

 第三評価結果（児童養護施設） 

※すべての評価細目（共通評価基準 45 項目・内容評価基準

41 項目）について、判断基準（a・b・c の 3 段階）に基づ

いた評価結果を表示する。 

※評価細目毎に第三者評価機関の判定理由等のコメントを記

述する。 

 

共通評価基準（45 項目） 

評価対象Ⅰ 養育・支援の基本方針と組織 

Ⅰ-１ 理念・基本方針 

 第三者評価結果 

Ⅰ-１-(１) 理念、基本方針が確立・周知されている。 

1 Ⅰ-１-(１)-① 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 b 

<コメント>理念や基本方針はパンフレットや広報誌、ホームページ等に明記されているが、

子どもや保護者等に分かりやすく説明したものを工夫し準備するなどの、周知を図る取組が

不十分と判断し、b評価とした。 

 

Ⅰ-２ 経営状況の把握 

 第三者評価結果 

Ⅰ-２-(１) 経営環境の変化等に適切に対応している。 

2 Ⅰ-２-(１)-① 施設経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・ 

分析されている。 

b 

<コメント>施設経営をとりまく環境と経営状況の把握は行われているが、その内容の職員へ

の周知や分析等の取組については十分ではないと判断し、b評価とした。 

3 Ⅰ-２-(１)-② 経営課題を明確にし、具体的な取組を進めている。 b  

<コメント>施設経営に関する具体的な取組課題や問題点を、職員を含めた組織全体に周知し、

共有する取組が不十分と判断し、b評価とした。経営者・役員・施設長はもとより、職員へ

の経営課題の周知や、意見聴取を図られたい。 
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Ⅰ-３ 事業計画の策定 

 第三者評価結果 

Ⅰ-３-(１) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 

4 Ⅰ-３-(１)-① 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されて

いる。 

c 

<コメント>施設長には漠然としたイメージとしての計画はあるものの、数値目標や具体的な

成果を設定するなど、組織としての中・長期計画の策定は確認できなかったので、c評価と

した。 

5 Ⅰ-３-(１)-② 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。 c 

<コメント>前項で明確な中・長期計画が確認できなかったので、c評価とした。 

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。 

6 Ⅰ-３-(２)-① 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが 

組織的に行われ、職員が理解している。 

b 

<コメント>単年度事業計画は策定されているが、職員の参画・理解のもとでの組織的な取組

による策定とするには不十分と判断し、b評価とした。 

7 Ⅰ-３-(２)-② 事業計画は、子どもや保護者等に周知され、理解を 

促している。 

b 

<コメント>子ども集会議事録によると、行事予定等は子どもに周知され、参加を促している。

しかし、事業計画の主な内容を子どもや保護者等へ分かりやすく説明した資料の作成や、よ

り理解しやすくするための工夫については不十分と判断し、b評価とした。 

 

Ⅰ-４ 養育・支援の質の向上への組織的・計画的な取組 

 第三者評価結果 

Ⅰ-４-(１) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 

8 Ⅰ-４-(１)-① 養育・支援の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、

機能している。 

b 

<コメント>前回の第三者評価の結果を踏まえ、養育・支援の質の向上に取り組んでいる。し

かしながら、それらの結果を分析し、実施状況を評価し、必要に応じて見直すなどの組織的

な取組はまだ十分ではないと判断し、b評価とした。 

9 Ⅰ-４-(１)-② 評価結果にもとづき組織として取り組むべき課題を

明確にし、計画的な改善策を実施している。 

b 

<コメント>課題の改善への取組として、衛生面ではペーパータオルを導入するなどしている。

しかし、評価結果に基づく課題についての文書化や職員間での共有はまだ不十分と判断し、 

b評価とした。 
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評価対象Ⅱ 施設の運営管理 

Ⅱ-１ 施設長の責任とリーダーシップ 

 第三者評価結果 

Ⅱ-１-(１) 施設長の責任が明確にされている。 

10 Ⅱ-１-(１)-① 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し 

理解を図っている。 

b 

<コメント>施設長は志を持って自らの責任と役割について会議等で表明しているが、それら

の広報誌等での文書化についてはやや不十分と思われる。有事における自らの役割と責任に

ついて、また不在時の権限委任等に関しても明確化されたい。よって、b評価とした。 

11 Ⅱ-１-(１)-② 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を 

行っている。 

b 

<コメント>施設長は遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。しかしな

がら、職員への遵守すべき法令等の周知や具体的な遵守の実施については不十分と判断し、 

b評価とした。 

Ⅱ-１-(２) 施設長のリーダーシップが発揮されている。 

12 Ⅱ-１-(２)-① 養育・支援の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力

を発揮している。 

b 

<コメント>施設長は自らの支援現場体験等をもとに、スーパーバイザーとして養育・支援の

質の向上に意欲を持ち、その取組に指導力を発揮している。それらをなお一層組織的な取組

とし、個々の職員の実践や意見を反映するなどの体制づくりに向けた、施設長の更なる指導

力を期待し、b評価とした。 

13 Ⅱ-１-(２)-② 経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を

発揮している。 

b 

<コメント>施設長は経営の改善や業務の実行性を高めるために自らこれらに取り組み、その

指導力を発揮している。しかしながら、職員を含めた組織全体としての、効果的な事業運営

を目指す取組への指導力の発揮についてはまだ不十分と判断し、b評価とした。 

 

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成 

 第三者評価結果 

Ⅱ-２-(１) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。 

14 Ⅱ-２-(１)-① 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画 

が確立し、取組が実施されている。 

b 

<コメント>実習生の専門職種の特性に配慮したプログラムを用意するなど、必要な福祉人材

の確保・育成に取り組み、人員体制についても計画を持って取り組んでいる。しかし、より

具体的で明確な計画が求められると判断し、b評価とした。 
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15 Ⅱ-２-(１)-② 総合的な人事管理が行われている。 b 

<コメント>施設長との面談等を通じて、職員に対し「期待する職員像」を明確にしている。

しかし、採用・配置・育成・報酬・評価等の総合的な人事管理の実施は不十分と判断した。

また、職員が自らの将来を描くことができるような、将来を展望した総合的な仕組みづくり

も、これからの課題であると判断し、b評価とした。 

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。 

16 Ⅱ-２-(２)-① 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくり

に取り組んでいる。 

b 

<コメント>職員の就業状況の把握に努め、時間外労働時間の改善に取り組んでいる。また、

就業状況や意向を把握するために職員へのアンケート調査を実施しており、それを基に施設

長との個別面談を行うなどしている。しかし定期的ではない。また、職員の悩み相談窓口の

設置やメンタルヘルスケアへの取組等も十分ではなく、職員の働きやすい職場づくりへの取

組としては不十分と判断し、b評価とした。 

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 

17 Ⅱ-２-(３)-① 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 c 

<コメント>「期待する職員像」は明確にされているが、職員一人ひとりについての育成に向

けた目標設定は確認できなかったので、c評価とした。 

18 Ⅱ-２-(３)-② 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、

教育・研修が実施されている。 

b 

<コメント>３年間の研修計画は策定されているが、それらに基づく教育・研修の実施や定期

的な計画の評価と見直し等については不十分と判断し、b評価とした。 

19 Ⅱ-２-(３)-③ 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。 b 

<コメント>職員一人ひとりの教育・研修の機会は確保されているが、中堅職員の研修参加が

少ない状況にある。また、研修参加後の報告書に、研修に関する感想や評価、分析や今後の

課題等の項目を設定されたい。研修報告は組織として情報共有し、より有効に活用されたい。

よって適切に職員教育・研修が実施されているとするには不十分と判断し、b評価とした。 

Ⅱ-２-(４) 実習生等の養育・支援に関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。 

20 Ⅱ-２-(４)-① 実習生等の養育・支援に関わる専門職の教育・育成に

ついて体制を整備し、積極的な取組をしている。 

b 

<コメント>実習生受け入れマニュアルを整備し、ソーシャルワーク実習や保育士実習等の専

門職種の育成にも取り組んでいる。しかし、実習生等の養育・支援に関わる専門職の研修・

育成についての体制は不十分と判断し、b評価とした。 

 

 

 

 

 

 



8 

 

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保 

 第三者評価結果 

Ⅱ-３-(１) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。 

21 Ⅱ-３-(１)-① 運営の透明性を確保するための情報公開が行われて

いる。 

b 

<コメント>パンフレット、広報誌、ホームページ等で情報公開をしており、また、地域や学

校等に対しては入学時の説明会等でも説明を行っている。しかし、苦情や相談に関する対応・

改善についての公表は不十分と判断した。さらに、ホームページの更新や地域への広報誌の

配布等にもなお工夫が必要と思われると判断し、b評価とした。 

22 Ⅱ-３-(１)-② 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組

が行われている。 

b 

<コメント>事務、経理、取引等に関する職員への周知は、職員への聞き取りからやや不十分

と判断した。また、施設における内部監査は定期的に実施されているが、公認会計士等によ

る指導等に基づく経営改善への取組は実施していないので、b評価とした。 

 

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献 

 第三者評価結果 

Ⅱ-４-(１) 地域との関係が適切に確保されている。 

23 Ⅱ-４-(１)-① 子どもと地域との交流を広げるための取組を行って

いる。 

a 

<コメント>地域の行事や活動に積極的に参加したり、施設を開放したりすることで、常に地

域とのコミュニケーションを心掛けている。子どもと地域との交流を広げるための取組に意

欲的であり、地域との関係は適切に確保されていると判断し、a評価とした。ボーイスカウ

ト等の活動や日韓青少年交流等にも積極的である。 

24 Ⅱ-４-(１)-② ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし

体制を確立している。 

b 

<コメント>ボランティア受け入れマニュアルを整備し、地域の人々や学生の受け入れを積極

的に行っている。しかし、ボランティア協力に関する事前説明や実施状況の記録についての

記載がない。また、トラブルや事故を防ぐためのボランティアへの研修等に関する説明につ

いても不十分と判断し、b評価とした。 

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。 

25 Ⅱ-４-(２)-① 施設として必要な社会資源を明確にし、関係機関等と

の連携が適切に行われている。 

b 

<コメント>社会資源を明示したリスト・連絡先一覧を作成し、地域、や他施設等との連携・

ネットワーク化に取り組んでいる。しかし、リスト等の内容の見直しが不十分である。また、

関係機関・団体との定期的な連絡会の開催等については今後の課題であると判断し、b評価

とした。 
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Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。 

26 Ⅱ-４-(３)-① 施設が有する機能を地域に還元している。 a 

<コメント>地域交流スペース等を活用し、地域の福祉向上のための多様な取組を行っている。

また、地域の子どもを対象とした講演会を開催したり、他の団体と連携し外部講師等を招い

た講演会・研修会を開催したりしている。施設機能の地域還元には積極的であると判断し、 

a評価とした。 

27 Ⅱ-４-(３)-② 地域の福祉ニーズにもとづく公益的な事業・活動が 

行われている。 

b 

<コメント>地域・学校・行政と連携して地域の福祉ニーズの把握に努めているが、把握した

ニーズに基づく公益的な活動の実践については不十分であると判断し、b評価とした。 

 

評価対象Ⅲ 適切な養育・支援の実施 

Ⅲ-１ 子ども本位の養育・支援 

 第三者評価結果 

Ⅲ-１-(１) 子どもを尊重する姿勢が明示されている。 

28 Ⅲ-１-(１)-① 子どもを尊重した養育・支援提供について共通の理解

をもつための取組を行っている。 

b 

<コメント>手引書「この子を受けとめて、育むために」（全国児童養護施設協議会出版）を全

職員に配布し、子どもを尊重した養育・支援の提供に努めている。しかし、研修会等により

職員への周知や理解を進めるための取組は不十分であり、個々の養育・支援における実践も

十分とは言えないと判断し、b評価とした。 

29 Ⅲ-１-(１)-② 子どものプライバシー保護等の権利擁護に配慮した

養育・支援提供が行われている。 

b 

<コメント>子どものプライバシー保護に関する規程・マニュアルは整備されている。しかし、

子どもたちへの「権利ノート」の活用はあるが、職員に対する虐待防止等の権利擁護に関す

る規程・マニュアルの整備は不十分と判断し、b評価とした。 

Ⅲ-１-(２) 養育・支援の提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 

30 Ⅲ-１-(２)-① 子どもや保護者等に対して養育・支援選択に必要な 

情報を積極的に提供している。 

b 

<コメント>子どもや保護者等は、特に入所初日のことはよく覚えているので、その不安に寄

り添うことが大事であるとの認識のもと、入所に際しては丁寧に情報を提供している。しか

し、その際に示す資料については適切な見直しが必要と判断し、b評価とした。 

31 Ⅲ-１-(２)-② 養育・支援の開始・過程において子どもや保護者等に 

わかりやすく説明している。 

c 

<コメント>特に子どもは入所時のことをよく記憶しているということに配慮して、分かりやすく

工夫して説明している。しかし、意思決定の困難な子どもや保護者等に配慮することについては

ルール化されておらず、また説明した内容を書面で残していない等のことから、c評価とした。 
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32 Ⅲ-１-(２)-③ 措置変更や地域・家庭への移行等にあたり養育・支援

の継続性に配慮した対応を行っている。 

b 

<コメント>措置変更や移行時の対応に関しては、引継ぎの際に養育・支援の継続性に配慮し

た、組織としての手順や引継ぎ文書等は定められておらず、養育・支援の継続性に配慮した

対応としては不十分と判断し、b評価とした。 

Ⅲ-１-(３) 子どもの満足の向上に努めている。 

33 Ⅲ-１-(３)-① 子どもの満足の向上を目的とする仕組みを整備し、 

取組を行っている。 

a 

<コメント>意見箱の設置や子ども集会の開催、嗜好調査（年１回）の実施等を通じて子ども

の満足の向上に関する仕組みが整備されており、それらによって把握した意見・要望等の結

果の分析や検討、具体的な改善に取り組まれていると判断し、a評価とした。 

Ⅲ-１-(４) 子どもが意見等を述べやすい体制が確保されている。 

34 Ⅲ-１-(４)-① 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。 b 

<コメント>苦情解決の仕組みは確立している。常に職員が子ども目線で接し、言葉づかいや

日常業務を丁寧にする姿勢を示すことで、相談しやすい体制づくりを行っている。しかし、

子どもや保護者等への分かりやすい説明や資料提供による周知には工夫する余地があると判

断し、b評価とした。 

35 Ⅲ-１-(４)-② 子どもが相談や意見を述べやすい環境を整備し、子ども

等に周知している。 

a 

<コメント>意見箱が設置され、十分機能しており、子どもが相談や意見を述べやすいよう、

わかりやすく説明した文書が掲示されている。また、子どもの不安や苦情を聞くための相談

スペースも確保されている。これらのことにより、a評価とした。 

36 Ⅲ-１-(４)-③ 子どもからの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に

対応している。 

b 

<コメント>子どもからの相談や意見等には、組織的かつ迅速に対応している。検討に時間が

かかる相談の場合でも、いじめや暴力等の場合には速やかに対応している。しかし、関係マ

ニュアル等の定期的な見直しについては不十分と判断し、b評価とした。 

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な養育・支援の提供のための組織的な取組が行われている。 

37 Ⅲ-１-(５)-① 安心・安全な養育・支援の提供を目的とするリスク 

マネジメント体制が構築されている。 

b 

<コメント>リスクマネジメントに関する責任者が決められていない。また、子どもの安全と

安心を脅かす事例の収集が積極的に行われていないなど、リスクマネジメント体制の構築は

不十分と判断し、b評価とした。 

38 Ⅲ-１-(５)-② 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保の

ための体制を整備し、取組を行っている。 

b 

<コメント>看護師を配置し感染症対応マニュアル等を策定するなどして、安全確保のための

体制は整備されているが、勉強会等による職員への周知徹底が十分ではないと判断し、b評

価とした。 
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39 Ⅲ-１-(５)-③ 災害時における子どもの安全確保のための取組を 

組織的に行っている。 

b 

<コメント>災害時の対応体制は整備されている。小・中・高の子どもの役割分担も明確化さ

れ周知されている。また、地域の防災訓練にも参加している。加えて、備蓄リストを作成し、

栄養士を管理者とし備蓄を整備している。地震や豪雨等の災害に対する訓練が不十分なこと

や、安否確認の徹底、より一層の地域との連携体制強化の取組を期待し、b評価とした。 

 

Ⅲ-２ 養育・支援の質の確保 

 第三者評価結果 

Ⅲ-２-(１) 提供する養育・支援の標準的な実施方法が確立している。 

40 Ⅲ-２-(１)-① 提供する養育・支援について標準的な実施方法が文書化

され養育・支援が提供されている。 

b 

<コメント>「日常業務ガイドライン標準マニュアル」等により、標準的な実施方法は文書化

されている。しかしながら、職員への周知徹底については不十分と判断し、b評価とした。

なお、全体に共通して、規程やマニュアル等の一部改正等をした時は、いずれの場合も改正

年月日を記載されることを提案する。 

41 Ⅲ-２-(１)-② 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが 

確立している。 

b 

<コメント>子ども集会等での意見や提案を見直しに反映させるための仕組みはできており、

養育・支援の標準的な実施方法についての検証・見直しも処遇会議、主任会議、職員会議等

で行っているが、その実施時期等については不明確であると判断し、b評価とした。 

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより養育・支援実施計画が策定されている。 

42 Ⅲ-２-(２)-① アセスメントにもとづく個別的な養育・支援実施計画

を適切に策定している。 

a 

<コメント>アセスメントは適切に実施されている。また、児童自立支援計画票にはアセスメ

ント結果が反映され、個々の子どもの具体的なニーズが明示されている。支援計画も様々な

職種との合議や連携により適切に策定されており、増加傾向にある支援困難ケースについて

も学校等他機関と連携し、よく対応している。これらを総合的に判断し、a評価とした。 

43 Ⅲ-２-(２)-② 定期的に自立支援計画の評価・見直しを行っている。 b 

<コメント>年２回、定期的に自立支援計画の評価・見直しを行っているが、子どもの意向把

握等が不十分であり、評価・見直しの手順については課題があると判断し、b評価とした。 

Ⅲ-２-(３) 養育・支援実施の記録が適切に行われている。 

44 Ⅲ-２-(３)-① 子どもに関する養育・支援実施状況の記録が適切に 

行われ、職員間で共有化さている。 

b 

<コメント>ケース記録等は統一した様式により記録されており、それらについて朝礼等で確

認している。しかしながら、職員間で記録内容や書き方に差異があり、養育・支援実施状況

に関する情報共有については不十分であると判断した。また、パソコンのネットワークを活

用した情報共有の仕組みについて現在整備中であるとのことであり、b評価とした。 
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45 Ⅲ-２-(３)-② 子どもに関する記録の管理体制が確立している。 b 

<コメント>記録管理の責任者は施設長としている。子どもに関する記録の管理体制は整って

いるが、記録の管理に関する職員への教育や研修の取組はこれからである。管理体制を確立

し、個人情報の取扱いを組織内で徹底されたい。これらの判断から、b評価とした。 

 

内容評価基準（41 項目） 

※「共通評価基準評価対象Ⅲ 適切な養育・支援の実施」の付加項目 

 

Ａ-１ 子ども本位の養育・支援 

 第三者評価結果 

Ａ-１-(１) 子どもの尊重と最善の利益の考慮 

Ａ① Ａ-１-(１)-① 社会的養護が子どもの最善の利益を目指して行われる

ことを職員が共通して理解し、日々の養育・支援において実践している。 

a 

<コメント>養育・支援の基本が「子どもの意見をしっかり聴き、子どもを理解すること」で

あり、それを実践することが子どもの最善の利益につながるという職員間の共通理解のもと、

処遇会議等で意見交換を図り、日々の養育・支援の検証をする機会が設けられている。日常

的に養育・支援について相談できる体制も構築しているため、a評価とした。 

Ａ② Ａ-１-(１)-② 子どもの発達段階に応じて、子ども自身の出生や生い

立ち、家族の状況について、子どもに適切に知らせている。 

b 

<コメント>情報提供等が必要な子どもについては、子どもの年齢や発達状況に配慮し、伝え方や

内容については処遇会議等で協議した上で伝えている。さらに慎重を要する場合は児童相談所と

も協議を行っている。しかし、事実を伝えたあとのフォローが十分でないため、b評価とした。 

Ａ-１-(２）権利についての説明 

Ａ③ Ａ-１-(２)-① 子どもに対し、権利について正しく理解できるよう、

わかりやすく説明している。 

b 

<コメント>年に２回、子ども達が意見を言えるように、また、理解しやすいように、年齢に配慮

した子ども会で権利ノートの勉強会を行っている。この際は個別対応職員が説明を行っている

が、他の職員も説明できるように園としての考え方を示した「権利ノート活用」を作成し、活用

している。しかし、職員が権利ノートを学習する機会が設けられていないので、b評価とした。 

Ａ-１-(３) 他者の尊重  

Ａ④ Ａ-１-(３)-① 様々な生活体験や多くの人たちとのふれあいを通して、

他者への心づかいや他者の立場に配慮する心が育まれるよう支援して

いる。 

b 

<コメント>トラブルの際には、個別に話を聞き気持ちを受け止めながらも、お互いの主張を

職員が整理し、本人同士で解決できるよう支援している。また、ボーイスカウト活動で園内

外の人たちと活動する機会もあり、認め合い、助け合い、協力し合い、感謝し合う態度を育

てる支援を行っている。しかし、担当職員と子どもの個別の時間を確保しているが、十分と

は言えない現状であり、b評価とした。 
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Ａ-１-(４）被措置児童等虐待対応 

Ａ⑤ Ａ-１-(４)-① いかなる場合においても体罰や子どもの人格を辱める

ような行為を行わないよう徹底している。 

c 

<コメント>「就業規則」等の規程に体罰等の禁止を明記しており、規程に基づいて厳正に処分等

を行う仕組みがあるが、日常的に開催する会議や研修会では虐待や不適切対応の具体例をテーマ

として取り上げてはいない。今後の新任職員研修のカリキュラムにおいてハラスメントの禁止

等、体罰を必要としない援助技術の習得をテーマとして開催することを期待し、c評価とした。 

Ａ⑥ 

 

Ａ-１-(４)-② 子どもに対する不適切なかかわりの防止と早期発見

に取り組んでいる。 

a 

<コメント>不適切なかかわりを想定し、その原因や回避方法等の話し合いを職場内研修で実

施するだけでなく、外部の研修会で得た情報を会議で復命し、新聞で虐待報道がなされた際

には該当記事をコピーして研修会で活用するなどの取組ができていることから、a評価とした。 

Ａ⑦ Ａ-１-(４)-③ 被措置児童等虐待の届出・通告に対する対応を整備し、

迅速かつ誠実に対応している。 

a 

<コメント>対応マニュアルが整備されている。子ども達に権利ノートを利用して説明してお

り、食堂の入口には訴えのための方法等を掲示している。利用者アンケートでは、「いやなこ

と、困ったことを外部の人に話すこともできることを知っているか」という質問について、

「知っている」と答えた児童が半数以上であった。これらのことから、対応が整備され、迅速

かつ誠実に対応していると判断し、a評価とした。 

Ａ-１-(５) 思想や信教の自由の保障 

Ａ⑧ Ａ-１-(５)-① 子どもや保護者等の思想や信教の自由を保障している。 b 

<コメント>施設において子どもの思想や信教の自由は保障しているとしているが、施設の成

り立ちの関係で、お参り等一部宗教に関連した行事がある。その意図については子ども達に

十分説明をしているものの、思想や信教の自由を最大限に配慮し保障しているとは言えない

と判断し、b評価とした。 

Ａ-１-(６) 子どもの意向や主体性への配慮 

Ａ⑨ Ａ-１-(６)-① 子どものそれまでの生活とのつながりを重視し、そこから

分離されることに伴う不安を理解し受けとめ、不安の解消を図っている。 

b 

<コメント>入所前面接を担当した職員が入所準備を行い、子どもの分離に伴う不安等につい

ては可能な限り配慮をしているが、まだ工夫の余地があり十分とは言い難い。子どもや保護

者等への対応についての手順を見直す取組も十分とは言い難く、b評価とした。 

Ａ⑩ Ａ-１-(６)-② 職員と子どもが共生の意識を持ち、子どもの意向を 

尊重しながら生活全般について共に考え、生活改善に向けて積極的に

取り組んでいる。 

a 

<コメント>各子ども会からの意見は職員会議等で報告・検討され、その結果は必ず子ども達

にフィードバックされるという仕組みが機能している。実際に子ども達の意見でルールが改

善されたという実績もある。各子ども会から意見がよく出るということも、職員側が子ども

達からの要望を十分に聞く姿勢と、実施困難な事項についてはその理由を説明する体制が構

築されていると判断し、a評価とした。 
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Ａ-１-(７) 主体性、自律性を尊重した日常生活 

Ａ⑪ Ａ-１-(７)-① 日々の暮らしや、余暇の過ごし方など健全な生活のあり

方について、子ども自身が主体的に考え生活できるよう支援している。 

b 

<コメント>子どもへのヒアリングより、余暇は自由に過ごしていることが確認できた。施設

全体で取り組む行事については子ども達にその主旨をしっかりと説明し、参加についての理

解を得る努力をしている。また、自由参加の行事もある。図書や雑誌は子どもの年齢に応じ

て用意されており、子ども新聞の購読もある。しかし、テレビやビデオ等の数が子どもの数

と年齢構成からすると十分ではない。以上のことを総合的に判断して、b評価とした。 

Ａ⑫ Ａ-１-(７)-② 子どもの発達段階に応じて、金銭の管理や使い方など

経済観念が身につくよう支援している。 

a 

<コメント>金銭管理については、担当職員が裁量権と責任を持って年齢に応じた対応を行い、

金銭感覚が身につくよう支援している。高校３年生全員に、一定の生活費でゲストハウスを

活用して生活をするプロブラムを個々の子どもの能力にあった内容で実践している。年齢に

応じた経済観念が身につくよう、具体的な体験をもとに習得させるための支援を行っている

ので、a評価とした。 

Ａ-１-(８) 継続性とアフターケア 

Ａ⑬ Ａ-１-(８)-① 家庭復帰にあたって、子どもが家庭で安定した生活が

送ることができるよう復帰後の支援を行っている。 

b 

<コメント>家庭支援専門相談員を中心に、復帰後の生活の検討や復帰後の相談を受けること

を子どもや保護者等に伝えている。復帰後、相談を受けたケースについては対応し、記録も

整備しているが、標準化されたフォローアップ体制が整備されておらず、また遠方の自治体

や児童相談所との連携が取れているとは言い難いため、b評価とした。 

Ａ⑭ Ａ-１-(８)-② できる限り公平な社会へのスタートが切れるように、

措置継続や、延長を積極的に利用して継続して支援している。 

a 

<コメント>措置継続や措置延長を積極的に活用しており、実績もある。担当者を決めて記録

も整備され、個々のニーズに沿った自立の目標に向けて養育に取り組んでいる。積極的な取

組が行われているので、a評価とした。 

Ａ⑮ Ａ-１-(８)-③ 子どもが安定した社会生活を送ることができるよう

リービングケアと退所後の支援に積極的に取り組んでいる。 

b 

<コメント>退所後の生活のイメージと対応が記載されている「スタート～旅立つ君へ～」と

いう冊子を作成し活用している。退所児には園の行事である降誕会の案内を出して、交流す

る機会を設け、現在の生活ぶりや仕事ぶりを確認している。また、担当者を決めて定期的な

電話連絡と支援便を送る等の支援にあたっている。一方、退所児の状況把握の記録は整備さ

れておらず、園としては退所後の支援が十分ではなく、支援の余地があるという職員の思い

もあることから、b評価とした。 
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Ａ-２ 養育・支援の質の確保 

Ａ-２-(１) 養育・支援の基本 

Ａ⑯ Ａ-２-(１)-① 子どもを理解し、子どもが表出する感情や言動をしっ

かり受け止めている。 

a 

<コメント>子どもの内面理解に努め、信頼関係を築き受容的・支持的な態度で感情や言動を

しっかり受け止めることができている。施設での利用者アンケートは実施していないが、子

ども達への聞き取りを２ヶ月に１回実施していることから、a評価とした。 

Ａ⑰ Ａ-２-(１)-② 基本的欲求の充足が、子どもと共に日常生活を構築 

することを通してなされるよう養育・支援している。 

a 

<コメント>担当制により、子どもが職員に何でも相談できる環境を作り、一人ひとりの意見

や欲求を把握し、一定の裁量権を持って柔軟に対応できる体制があるため、a評価とした。 

Ａ⑱ Ａ-２-(１)-③ 子どもの力を信じて見守るという姿勢を大切にし、 

子どもが自ら判断し行動することを保障している。 

a 

<コメント>子どもへのヒアリングや利用者アンケートから、「話をよく聞いてくれる」「良い

ところをほめてくれる」「見守ってくれる」という意見が確認できた。また、子どもの自己

肯定感を高めるような声かけをしている場面も確認できた。子どもを見守る姿勢を大切にし

た養育・支援を行っていることから、a評価とした。 

Ａ⑲ Ａ-２-(１)-④ 発達段階に応じた学びや遊びの場を保障している。 a 

<コメント>幼児の生活場面を独立させ、高年齢児からの刺激が少ない環境を確保したこと

や、発達段階に応じた図書や玩具、設備が用意されていることから、a評価とした。 

Ａ⑳ Ａ-２-(１)-⑤ 秩序ある生活を通して、基本的生活習慣を確立すると

ともに、社会常識及び社会規範、様々な生活技術が習得できるよう養育・

支援している。 

a 

<コメント>職員の適切な言葉づかいや声掛けについては、保護者や実習生等の意見をもとに

話し合いを行い、子ども達が穏やかな生活が営めるよう努めている。加えて、職員と一緒の

外出や、ボーイスカウト活動により社会的ルールを習得する機会が保障されているため、a

評価とした。 

Ａ-２-(２) 食生活  

Ａ㉑ Ａ-２-(２)-① 食事は、団らんの場でもあり、おいしく楽しみながら

食事ができるよう工夫している。  

a 

<コメント>テーブルの上には、一輪挿しやランチョンマットがあり、食堂全体が明るく清潔

に保たれ、落ち着いた雰囲気が感じられた。食事時間の柔軟な対応や外部者との食事会が企

画・実施されるなど、食事を楽しむための多様な工夫が実践されているため、a評価とした。 

Ａ㉒ Ａ-２-(２)-② 子どもの嗜好や健康状態に配慮した食事を提供して

いる。 

a 

<コメント>アレルギー体質の子どもの食事には、皿に印をつける、お盆の形を変える等の工

夫により、誤配防止を行っている。また、ヒアリングや書類、訪問調査で、子どもの嗜好や

一人ひとりの健康状態に配慮した食事の提供がなされていることが確認できたため、a評価

とした。 
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Ａ㉓ Ａ-２-(２)-③ 子どもの発達段階に応じて食習慣を身につけることが

できるよう食育を推進している。 

a 

<コメント>定期的に食育新聞を作成し、クイズ形式で子どもに食材や栄養等の情報提供を行

い、食に関する知識を豊かにする支援が行われている。また、食育カルタを使って遊びなが

ら食に対する理解を深める取組を行っている。さらに、冊子「スタート～旅立つキミへ～」

に退所後活用できる基礎的な調理技術や調理方法を掲載していることから、a評価とした。 

Ａ-２-(３) 衣生活 

Ａ㉔ Ａ-２-(３)-① 衣類が十分に確保され、子どもが衣習慣を習得し、衣服

を通じて適切に自己表現できるように支援している。 

b 

<コメント>一人ひとりにタンスがあり、衣類は十分に確保され、倉庫には衣装ケースがあり

職員が一緒に衣替えを行っている。洗濯やアイロンがけ、補修等の衣類の清潔管理は行き届

いている。しかしながら、ＴＰＯに合わせた服装ができるような、また子ども自らが気候や

生活場面、汚れ等に応じて衣服を選択できるような衣習慣の習得への取組は十分であるとは

言い難いため、b評価とした。 

Ａ-２-(４) 住生活 

Ａ㉕ Ａ-２-(４)-① 居室等施設全体がきれいに整美されている。 a 

<コメント>施設見学の際、シルバー人材センターの方と施設の職員が一緒に庭の手入れを行

っており、外観の整美に努めている様子が窺えた。また、食堂等の共有スペースも整理され

ており、自立支援の一環として、子どもが整理できないところをフォローするかたちで職員

が関わっていることが確認できたため、a評価とした。 

Ａ㉖ Ａ-２-(４)-② 子ども一人ひとりの居場所が確保され、安全、安心

を感じる場所となるようにしている。 

b 

<コメント>居室は一人ひとりの居場所が確保できるよう、自他の領域の境界がはっきりとわ

かるような区切りがあり工夫されているが、十分とは言い難い。ヒアリングにて、このこと

を職員が今後の課題としてとらえていることが確認できたので、b評価とした。 

Ａ-２-(５) 健康と安全 

Ａ㉗ Ａ-２-(５)-① 発達段階に応じ、身体の健康（清潔、病気、事故等）

について自己管理ができるよう支援している。 

a 

<コメント>食事やおやつの前には手洗いをするように働きかけ、健康の保持や衛生管理につ

いての理解が自然に促されている。また、幼児に向けては「手洗い歌」を一緒に歌いながら

手洗いを実践する取組を行っていることから、a評価とした。 

Ａ㉘ Ａ-２-(５)-② 医療機関と連携して一人ひとりの子どもに対する心身

の健康を管理するとともに、必要がある場合は適切に対応している。 

a 

<コメント>定期的な健康診断を実施するとともに、平常の健康状態を観察する体制があり、

子どもの健康管理に努めている。看護師を配置し、医療機関とも連携が取れており、適切に

対応していることから、a評価とした。 
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Ａ-２-(６) 性に関する教育 

Ａ㉙ Ａ-２-(６)-① 子どもの年齢・発達段階に応じて、他者の性を尊重

する心を育てるよう、性についての正しい知識を得る機会を設けている。 

a 

<コメント>カリキュラムを作成し、定期的に年齢別の勉強会を実施している。中高生につい

ては夜に座談会や茶話会形式で行い、スマートフォンを使用する時には、性的な加害・被害

関係につながる危険性が潜んでいることに注意するよう、理解を深めている。低学年の子ど

もには人形劇やＤＶＤといったツールの活用で勉強会が進められている。幼児には絵本等

で、「良いタッチ、悪いタッチ」を具体的に教えていることから、a評価とした。 

Ａ-２-(７) 自己領域の確保  

Ａ㉚ Ａ-２-(７)-① でき得る限り他児との共有の物をなくし、個人所有

とするようにしている。 

b 

<コメント>箸や歯磨きチューブは個人所有で対応がなされ、高学年以上の児童についてはシ

ャンプーやリンスを子どもの希望に合わせて用意している。今後、個人所有物をさらに増や

し、自己領域の確保を高める取組に期待し、b評価とした。 

Ａ㉛ Ａ-２-(７)-② 成長の記録（アルバム等）が整理され、成長の過程

を振り返ることができるようにしている。 

b 

<コメント>一人ひとりにアルバムを用意し、行事ごとの写真を収集し整理に努めている。ア

ルバムは子どもがいつでも見ることができ、担当職員と一緒に振り返る機会もある。しかし、

写真担当を決めているが、アルバムの内容が職員によって差があることや、施設入所後の成

長の記録にとどまっていること等、生い立ちの記録として整備されているとは言い難いこと

から、b評価とした。 

Ａ-２-(８) 行動上の問題及び問題状況への対応 

Ａ㉜ Ａ-２-(８)-① 子どもの暴力・不適応行動などの行動上の問題に

対して、適切に対応している。 

b 

<コメント>ヒヤリハットの報告はあり、状況等の共有は行っているが、適切な援助技術を習

得する研修の実施や、暴力等を受けた職員へのケアが十分なされているとは言い難いことか

ら、b評価とした。 

Ａ㉝ Ａ-２-(８)-② 施設内の子ども間の暴力、いじめ、差別などが生じ

ないよう施設全体で取り組んでいる。 

a 

<コメント>問題が発生する要因を考え、死角になる場所の把握や職員配置等について話し合

い、予防に努めている。また、毎日のお参りの場で話題として取り上げ、人権に対する子ど

もの意識を育むよう支援している。問題が発生した場合も適切な対応ができるような体制が

構築されていることが確認できたため、a評価とした。 

Ａ㉞ Ａ-２-(８)-③ 虐待を受けた子ども等、保護者等からの強引な引取

りの可能性がある場合、子どもの安全が確保されるよう努めている。 

b 

<コメント>ヒアリングから、地元警察署の生活安全課や児童相談所との連携は十分に取れて

いることが確認できた。しかし、強引な引き取りがあった場合の対応についてのマニュアル

は策定されているものの、職員に周知・徹底されているとは言い難いと判断し、b評価とした。 
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Ａ-２-(９) 心理的ケア  

Ａ㉟ Ａ-２-(９)-① 心理的ケアが必要な子どもに対して心理的な支援を

行っている。 

a 

<コメント>心理士を配置し、必要に応じて心理的ケアが実施されていることが心理療法記録

と自立支援計画で確認できた。また、児童家庭支援センターの心理士も活用できる体制があ

る。ケースによっては心理の専門家から直接的支援を受ける体制が整っている。施設全体で

心理的支援の目的が共有され、機能していると判断し、a評価とした。 

Ａ-２-(１０) 学習・進学支援、進路支援等 

Ａ㊱ Ａ-２-(１０)-① 学習環境の整備を行い、学力等に応じた学習支援

を行っている。 

a 

<コメント>年長児から中学生は公文学習の実施や、学習ボランティアの活用、ＳＢＩ英会話

教育支援プログラムによる英会話カルタや、英語公文の活用、高校受験のための通塾等の支

援を行っている。施設として、中学生に限定しているが、21時～22時を学習する時間とし

て確保し、全員で学習するという取組も行っている。このような学習環境の整備や、学習支

援の多様な取組があることから、a評価とした。 

Ａ㊲ Ａ-２-(１０)-② 「最善の利益」にかなった進路の自己決定ができる

よう支援している。 

a 

<コメント> ヒアリングにより、子どもの進路希望と可能性、能力を把握した上で自己決定

ができるように進路選択の支援がなされている。また、奨学金制度を担当職員が調べ、奨学

金に関する情報を収集整理し、一冊にまとめて活用していることが確認できたため、a評価

とした。 

Ａ㊳ Ａ-２-(１０)-③ 職場実習や職場体験、アルバイト等の機会を通して、

社会経験の拡大に取り組んでいる。 

b 

<コメント>職場体験実習（アルバイト）マニュアルが策定されている。子どものアルバイト

先と施設との連携が確保され、アルバイトを通して社会体験をすることにより、社会のルー

ルや仕組みが実感できるような支援が行われている。しかし、職場実習や職場体験、アルバ

イト先の数が少ないため、今後の新しい資源の活用や開拓に期待して、b評価とした。 

Ａ-２-(１１) 施設と家族との信頼関係づくり 

Ａ㊴ Ａ-２-(１１)-① 施設は家族との信頼関係づくりに取り組み、家族 

からの相談に応じる体制を確立している。 

a 

<コメント>家庭支援専門相談員を軸として担当職員と連携をしながら、早期家庭復帰や親子

関係の再構築等の支援を行っている。児童相談所と連携を取りながら家庭訪問も実施してい

る。子どもに関係する学校や地域、施設等の行事予定や情報を家族に随時知らせ、必要に応

じて保護者等にも行事への参加を呼びかけている。その際に家族からの相談に応じる体制が

取れていることから、a評価とした。 
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Ａ-２-(１２) 親子関係の再構築支援 

Ａ㊵ Ａ-２-(１２)-① 親子関係の再構築等のために家族への支援に積極的

に取り組んでいる。 

a 

<コメント>家庭療法事業を実施し、親子関係の再構築に必要な家族への支援に積極的に取り

組んでいる。また、保護者等との面談や苦情等があれば家庭支援専門相談員に相談する等の

体制が構築されていることから、a評価とした。 

Ａ-２-(１３) スーパービジョン体制  

Ａ㊶ Ａ-２-(１３)-① スーパービジョンの体制を確立し、施設の組織力の

向上に取り組んでいる。 

b 

<コメント>職員へのヒアリングにより、研修は受けていないということであったが、基幹的

職員による日常業務のスーパービジョンが支持的、教育的に機能していることが確認できた。

しかし、管理職や基幹的職員が外部の専門家等によるスーパービジョンを受ける機会の確保や、

キャリアアップの仕組みとして基幹的職員が位置づけられているとは言い難いため、b評価

とした。 

 

 

 

 

 


